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１．はじめに  アユモドキ（Parabotia curtus）は，国の天然記念物に指定されている希

少淡水魚であり，産卵のために河川と水田域，氾濫原を行き来する生態を持つ．本種は落

差部での遡上阻害や生息環境の悪化によって，現在絶滅の危機に瀕している．河川法改正

（1997）や土地改良法改正（2001）により，水生動物の移動への配慮が求められているが，

コストや維持管理の問題から希少生物の生息地でも恒久魚道の設置が難しい場合がある．

これらの解消に向けて，高橋らによって簡単に水生動物の移動環境を創出できる可搬魚

道が提案されている1），2）が，本種に関しては，先行研究1），2）では体長約8cmの飼育個体

を対象とした検討しか行われていない．本種の生息地では，体長約18cmの大型個体の遡

上阻害が確認されており，先行研究2）の可搬

魚道の隔壁間隔（Lp =12.5cm）の条件では，大

型個体の遡上時における休憩が困難であるこ

とが懸念される．本研究では，アユモドキの

魚道内での休憩を容易にするために，休憩用

プールを形成する隔壁の形状と配置について

実験的に検討し，魚道構造の改良を目指した． 

２．研究方法

1)隔壁形状，隔壁間隔の検討 魚道内休憩用

プール体積を増加させるため，隔壁形状と設

置間隔について検討し，V形断面可搬魚道2）の

2/5縮尺模型を用いて，隔壁形状を決定した．

また室内実験より，流れの剥離に関する目視

観察を実施し，隔壁間隔を決定した．本報告

では，実験の結果改良型魚道に採用した隔壁

（Fig.1，2）に関する結果・考察を述べる．  

2)魚道内の流況調査 魚道プール内および移

動経路における流速・水深の測点をFig.1に示

す．3次元電磁流速計により流速を，定規によ

り水深を測定した．アユモドキの遊泳能力は

解明されていないため，先行研究1）における

アユモドキ遡上時の最大流速75cm/sをアユモ

ドキが遡上可能な流速として仮定した．また

水深についてはアユモドキ天然個体の体高を

Fig.1 改良型魚道の平面図 
Plan view of the improved fishway  

   Fig.2 魚道内構造 
  Internal structure of the fishway 
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2.5cmと仮定し，この値以上の水深をアユ

モドキが遡上可能な水深とみなした． 

３.研究結果 

1)隔壁形状,隔壁間隔の検討  2/5模型実

験を用いた検討の結果，最も隔壁による堰

上げ高さが大きくなったFig.2の隔壁形状

を採用した．隔壁越流部の流れの剥離を低

減させることを目的とし，採用した隔壁の

設置間隔Lpおよび越流形状について実験的

に検討し，Lp=20cmの条件で隔壁を千鳥配

置とすることに決定した． 

2)魚道内の流速・水深の測定  流れの剥

離に関する目視観察より決定した条件（Lp 

=20cm，千鳥配置，魚道設置角θ=15°，流量

Q=0.76L/s）にて，水深・流速を測定した．

平面および縦断面における魚道内流速分

布と，移動経路の水深分布をFig.3〜Fig.5に

示す．流速についてはアユモドキが遡上可

能と仮定した75cm/s以下，水深はアユモド

キ天然個体の体高2.5cm以上となった．こ

のことから，隔壁を天然個体の体長以上の

間隔で設置した上で，アユモドキが遡上可

能な流速場を創出できたと推測された．ま

た，Fig.4より，プール内には先行研究1）に

おけるアユモドキ遡上時と同程度の低流

速域が形成されており，対象魚が休憩可能

であると示唆された． 

４.まとめ   隔壁形状に関する検討よ

り，可搬魚道2）内プール体積を増加させる

ことができた．魚道内の流速・水深を分析

した結果，アユモドキが遡上・休憩可能な

流速場が創出されており，改良型魚道は大

型のアユモドキ天然個体が利用可能であ

ると推測された． 
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Fig.3 魚道内流速分布（平面図） 
Plan view of the flow velocity distribution 

in the fiwhay 

Fig.4 魚道内流速分布（縦断面図）  
Longitudinal sectional view of 

the flow velocity distribution in the fishway 

Fig.5 魚道内水深分布 
Water depth distribution in the fishway 
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